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はじめに
栃木県永野川流域は縄文時代、旧石器時代の遺跡群が多数所在することで知られてきた。栃木
市星野町在住の齋藤恒民氏によって多くの遺物が採集されていた。昭和40年代には東北大学の芹
沢長介教授によって後期旧石器時代を遡る時期の石器群検出を目的として星野遺跡の調査が行わ
れた。
また永野川右岸の山地を越えると葛生川水系にあたり、この流域は石灰岩産地としてその採取
が行われ、同時に化石骨が採集されてきた。その石灰岩採取で発見された人骨が早稲田大学の直
良信教授の元に届けられ「葛生原人」と命名されたことは有名である。しかし現在ではこの人骨
は旧石器時代のものではないとされている。
近年、下総台地の旧石器遺跡で、特に後期旧石器時代前半期において下野からの石材搬入が指
摘されている。国武貞克氏によれば、当該期の旧石器集団が下総から下野、さらに東北南部へと
遊動し石材を入手しているという（国武2008）。また国武氏・田村隆氏らの調査によって、高原
山山頂部で黒曜石石材産地と原産地遺跡が発見され、栃木県の石材産地は注目されている（田村
ほか2006）。しかし栃木県内での旧石器遺跡の調査・報告は活況とはいえず、栃木県産石材を使
用した遺跡の報告例は限定的である。
こうした研究状況を踏まえ、早稲田大学文学部考古学研究室では北関東における旧石器～縄文
草創期遺跡の調査を計画し、栃木市岡之内遺跡A地点の発掘調査を行った。本論はその第１次
調査の概要を報告するものである。 （長﨑潤一）
１．調査に至る経緯と手続き
１－１　調査に至る経緯
早稲田大学文学部考古学研究室では、2013年度に文学部考古学コースの必修科目である「考古
学実習」の一環で発掘調査を夏季休業中に実施することとなった。このため2012年秋から実習地
の選定を開始した。選定にあたっては、①旧石器時代から縄文時代草創期の遺跡、②当該期の調
査例の少ない地域、③交通費が高額にならない地域、④初学者である実習生が主体であること、
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⑤宿泊先が確保できること、⑥原則として３箇年程度の調査期間、などを条件とした。こうした
条件のため調査地としては北関東を選定し、文献調査を開始した。また選定にあたっては栃木県
内在住の旧石器研究者らにも助言を求めた。
2012年11月、2013年５月、上記のような条件で選定した真岡市磯山遺跡とその周辺、塩谷町鳥
羽新田箒根神社遺跡およびその周辺、栃木市永野川流域遺跡群について、遺跡の現況、遺物の散
布状況、層位確認など現地調査を行った。磯山遺跡は暗色帯出土のペン先形台形様石器と石刃の
出土で著名な遺跡であるが、地表での遺物散布は少なく、東北大学調査地点は近年の人為的な削
平も疑われた。塩谷町鳥羽新田箒根神社遺跡は暗色帯で黒曜石製石器群が検出されていたが、石
器出土層が地表下２m以上の深度にあること、神社境内の参道部にしか包含層が残っておらず、
幅の狭いトレンチしか設定できないことなどが判明した。また周辺の旧石器遺跡は圃場整備に
よって包含層が階段状に削平されているようだった。
栃木市の永野川流域遺跡群は東北大学の星野遺跡調査以来、発掘調査例がなく、齋藤恒民氏に
より資料紹介がされていた（齋藤1978）。そこで永野川流域遺跡群に詳しい栃木県在住の酒巻孝
光氏の案内で踏査した。その中で栃木市大久保に所在する岡之内遺跡は比較的高位段丘面に立地
し安定した平坦面を有すること、また現況が畑であり縄文土器や縄文時代の石器を2013年５月に
表面採集することができた。岡之内遺跡は永野川左岸にあり、星野遺跡の下流にあたる。酒巻氏
によると1999年には小山市在住の戸田正勝氏、和田浩一氏らと有舌尖頭器を採集していた。和田
氏は本遺跡での表面採集を継続し、ナイフ形石器や石鏃などを収集している。本遺跡は栃木市大
久保遺跡（齋藤1978）として知られ、芹沢氏によって有舌尖頭器の表面採集品が紹介されている
（芹沢1976）。
こうした諸点から本遺跡を実習地として発掘調査をすることを決め、地主、耕作者と協議を行
い、発掘調査の快諾を得た。本遺跡は、岡の内遺跡Ⅰ（日向野1982）、岡之内A遺跡（文化庁　
1977）と様々に呼ばれてきた。今回の発掘調査にあたり栃木市教育委員会から「岡之内遺跡A
地点」を用いるように指導を賜った。本概報での名称はすべてこれで統一している。
 （長﨑潤一）
１－２　調査に係る行政手続き
本調査に係る行政手続き関連の文書は以下の通りである。
平成25年７月25日「埋蔵文化財発掘調査の届出について」
（早稲田大学文学部考古学コース発、栃木県教育委員会宛）
平成25年８月５日「埋蔵文化財の発掘調査について（通知）」（文財第１-７号）
（栃木県教育委員会発、早稲田大学文学部考古学コース宛）
平成25年８月20日「埋蔵文化財の発掘調査について（通知）」（栃文第275号）
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（栃木市教育委員会発、早稲田大学文学部考古学コース宛）
平成25年９月20日「埋蔵物発見届」
（早稲田大学文学部考古学コース発、栃木警察署宛）
平成25年９月24日「埋蔵文化財保管証」
（早稲田大学文学部考古学コース発、栃木県教育委員会宛）
平成25年９月27日「埋蔵物の文化財認定及び文化財の帰属について（通知）」（文財４-12号）
（栃木県教育員会発、早稲田大学文学部考古学コース宛）
平成25年10月24日　「埋蔵物の文化財認定について」（栃警会号外）
（栃木警察署発、早稲田大学文学部考古学コース宛） （大網信良）
２．調査組織
本調査の概要および組織は以下のとおりである。なお、役職や学年等は調査当時のものを表記
している。
【調査対象】岡之内遺跡A地点（第１次発掘調査）
【所在地】栃木県栃木市大久保町351ほか
【調査主体】早稲田大学文学部考古学研究室
【調査期間】2014年９月１日～９月13日
【調査の種類】学術調査
【調査面積】60㎡
【調査担当】長﨑潤一（教授）
【調査指導】：近藤二郎（教授）・高橋龍三郎（教授）・寺崎秀一郎（教授）・城倉正祥（専任講師）
【調査協力】栃木県教育委員会・栃木市教育委員会
【調査庶務】大網信良（助手）
【調査参加者】深山絵実梨・ナワビ 矢麻・今城未知・船橋　岬・村尾真優・村上育士（以上、考
古学コース大学院生）、山﨑太郎・渡邊　玲（以上、考古学コース学部４年生）、江越絢可・小川
典子・兼森帆乃加・近藤万里・佐藤悠登・田中裕一・富樫洋介・内藤元太・根本　佑・三島大暉・
宮﨑雅人・守屋成人（以上、考古学コース学部３年生）、相藤千恵・荒井晶子・石井友菜・石崎野々
花・井上早季・威能洋介・岩見　拓・大瀧祐司・大鳥　啓・大橋香南・川村悠斗・木村結香・許　
路加・小長谷芽依・小林和樹・駒谷和哉・佐藤美稲・柴田健司・菅原　海・鈴木瑞穂・寺田直人・
並木早穂・穂積智明・増田惇人・吉田　大（以上、考古学コース学部２年生）、池山史華・迫水
理治・原畑　遥（以上、早稲田大学考古学研究会学部１年生）
なお、本稿をまとめるにあたり、上記参加者以外に佐々木啓介、佐藤亮太、平石瑞穂、横山未
来、呉心怡が整理作業に参加した。 （大網信良）
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３．遺跡をめぐる地理的・歴史的環境
３－１　地理的環境
岡之内遺跡A地点は、栃木県栃木市大久保町351番地周辺に所在する。
関東平野の北部に位置する栃木県は、地形的特徴により東部地域、中央部地域、北部・西部地
域の大きく三つの地域に分けられる（栃木県史編さん委員会編1981）（図１）。東部地域は八溝山
地を中心とする山地地形、中央部地域は那須火山や高原火山の山麓地と、那珂川・鬼怒川流域の
台地や低地を主体とし、南部は関東平野に至る。北部・西部地域は山地が広く分布し、第四紀以
後の火山活動によって形成された那須火山・高原火山・日光火山といった火山山地と、古生代―
中世代の堆積岩類によって構成される足尾山地等の浸食山地に大きく分けられる。
栃木県南部に位置する栃木市は、平成22年以降に市町村合併が進み、今日までに旧大平町・藤
岡町・都賀町・西方町・岩舟町を含む広域な市域となっている。市の総面積は331.57k㎡、足尾
山地東南部を占める市北西部と、低平な台地や低地が広がる市東・南部とで地形的な様相を大き
く異にしている。岡之内遺跡が所在する栃木市大久保町は、市北西部の足尾山地内にあって、市
内の主要河川の一つである永野川の中流域に位置している。
上永野の尾出山（標高933m）の東斜面を源流とする永野川は、足尾山地を開析しながら北西
から南東方向に流れ、小山市中里付近で巴波川に合流する（栃木市史編さん委員会編1988）。永
野川によって浸食された山地内は谷状の地形を呈し、低地部には水田が営まれている。また、旧
流路のなかで比較的早い段階に離水した山際の平坦地には、第四紀以降の礫層や火山灰層が堆積
する洪積台地がわずかに形成されている。そのような台地の一つに、学史的に著名な星野遺跡を
のせる山口台地が挙げられ、また岡之内遺跡A地点周辺にも狭隘な台地が発達している。
遺跡周辺の足尾山地は、古期岩類の砂岩・頁岩・チャートを主体に構成されている（図２）。
これらの岩石は石器石材として非常に有用で、実際に星野遺跡では出土した剥片石器の大半が
チャートで占められている（栃木市史編さん委員会編前掲）。また遺跡の西側に目を向けると、
鍋山町から三峰山付近の山地帯には、「鍋山層」と呼ばれる石灰岩・苦灰岩層が分布する。佐野
市葛生付近にまで至るこの鍋山層には、風雨の浸食によって多数の洞窟が形成され、その洞窟内
に堆積した第四紀層中に哺乳動物化石が良好に遺存することで知られている。
このような地勢のもと、岡之内遺跡A地点は大久保町351番地付近の標高約106mの台地上に
立地している（図３）。永野川と、それに合流する佐和川と呼ばれる小河川によって略三角形状
に区切られた台地は、小山を背後に西・南向きに展開している。地元住民の話によれば、台地部
はその大半が1950年代以降の水田造成工事によって切土等の改変を受けており、本遺跡周辺が唯
一その影響の少ない土地であるという。遺跡の現況は畑地で、現地表からは有舌尖頭器や縄文土
器、土師器などが採集されている。 （大網信良）
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３－２　歴史的環境
①栃木県内における旧石器時代～縄文時代草創期の遺跡について
岡之内遺跡A地点の調査は、北関東おける旧石器～縄文草創期遺跡の実態解明を目的として
図１　栃木県の地形と旧石器～縄文時代草創期主要遺跡（縮尺１/800000）
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実施した。そこで、栃木県内にある旧石器時代から縄文時代草創期にかけての遺跡の状況を概観
してみたい。
永野川上流域の山口台地上に位置する栃木市星野遺跡（芹沢長介編1966･1968･1970）（図１-２）
は、過去５回に渡る調査で11の文化層が報告されている。第５～11文化層の資料は石器認定に関
して疑義が持たれているが、上位の文化層では、後期旧石器時代に帰属する厚手のチャート製石
刃や、縄文草創期の有舌尖頭器が出土している。
図２　岡之内遺跡A地点周辺の地質と遺跡（縮尺１/100000）
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なお、星野遺跡第３地点トレンチに隣接する「地層たんけん館」建設に伴うローム層掘削時に、
齋藤恒民氏によって石器が採集されている。鹿沼軽石層除去後のローム層掘削で出た石器とされ
ている。これらの中にはチャート以外の石材の石器が含まれており、星野遺跡第５～11文化層の
評価に関わる資料と考えられる。注視しておきたい。
県南地域では、著名な遺跡として、向山遺跡、磯山遺跡、上林遺跡、寺野東遺跡などがあげら
れる。永野川下流域に位置する栃木市向山遺跡（芹沢長介編1980）（同図３）では、赤城－鹿沼
軽石層（以下、Ag-KP あるいはKPと表記）の直上から後期旧石器時代初頭のチャート製石器
が出土している。真岡市磯山遺跡（芹沢長介編1977）（同図８）では、後期旧石器時代前半期の
石刃技法の特徴を示す良好な接合資料や刃部磨製石斧が出土している。佐野市上林遺跡（佐野市
教育委員会2004）（同図４）では、後期旧石器時代前半の大形環状ブロック群、後期旧石器時代
後半のナイフ形石器や有樋尖頭器、縄文草創期の槍先型尖頭器が出土している。小山市寺野東遺
跡（栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター1998）（同図７）では、KP直上層での折断調整
石器や後半期の角錐状石器群、後期旧石器時代終末期の細石刃石器群が確認されている。
県央および県北地域には、鳥羽新田箒根神社遺跡や大谷寺洞窟遺跡がある。また黒曜石産地の
高原山山頂部で、原産地遺跡が確認されている。塩谷町鳥羽新田箒根神社遺跡（田代寛編1975）
（同図11）では、後期旧石器時代前半期の高原山黒曜石の石器製作址が見つかっている。宇都宮
市大谷寺遺跡（栃木県史編さん委員会1976）（同図 c）では、縄文時代草創期の良好な人骨資料
が確認されている。 （長﨑潤一・渡邊玲）
②岡之内遺跡A地点周辺の遺跡について
永野川流域には、学史上著名な星野遺跡の他に、旧石器時代から古墳時代にかけての遺跡が点
在している。発掘調査事例こそ少ないものの、表採資料を中心に、特に縄文時代の所産が多く確
認されている。以下、『栃木市史　史料編　自然・原始』（1982）および『星野遺跡と永野川流域
の石器時代』（齋藤1978）の記載に従って周辺遺跡の概要を述べる。
岡之内遺跡A地点、星野遺跡と同じ永野川左岸には、タンデンバ遺跡、長谷寺遺跡、台遺跡、
寺山遺跡、梓遺跡が存在する。星野遺跡より上流の扇状台地上に位置するタンデンバ遺跡（図
２-３）では、旧石器時代の石器、および黒浜式土器、加曽利 E式土器などが見られる。タンデ
ンバ遺跡から南東500mで同じく台地上に位置する長谷寺遺跡（同図４）では、加曽利E式の他、
石鏃、石皿などが見つかっている。星野遺跡の南東、永野川支流を挟んだ台地上には、台遺跡（同
図８）がある。台遺跡からは、田戸上層式土器、黒浜式土器などが表採されている。岡之内遺跡
下流の寺山遺跡（同図12）は、駒岡神社の南麓の台地上に位置し、加曽利 E式土器が見られる。
この北部に位置する都賀ゴルフ場では、ゴルフ場として開発される以前には、縄文時代の遺物を
採集できたと言われている。同じく下流の梓遺跡（同図13）は、永野川の段丘上に位置し、黒浜
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式土器や縄文晩期の土器片、石器などに加え、古墳時代の遺物も見られる。明治期には梓窯とし
て陶業が行われており、陶土の豊富な地であったことがわかる。梓遺跡はゴルフ場の開発により
破壊されており、先の都賀ゴルフ場と合わせて一帯が縄文時代の遺跡であったと考えられている。
岡之内遺跡A地点近辺には鶴巻遺跡、永倉遺跡がある。鶴巻遺跡（同図10）は段丘上に位置し、
加曽利 E式、堀之内式、加曽利 B式などの土器と共に、多量の石鏃が出土する遺跡である。特
に落合清三郎氏宅裏の畑においては、夥しい量の石鏃が採集され、同氏はこれらの石鏃を栃木市
教育委員会や学校に寄贈している。また永倉遺跡（同図11）から表採された縄文時代の石器は、
栃木市指定文化財となっている。
永野川右岸でも数遺跡が確認されている。蔵本遺跡（同図７）は星野遺跡の対岸にある御嶽山
大神社の参道および周辺の台地上に位置し、旧石器時代から縄文時代の遺物を産する。鹿島遺跡
（同図９）は、三峯山の南東端に位置し、茅山式土器、勝坂式土器、石器などが見られる。永野
川の支流である出流川周辺には、片角遺跡と満願寺遺跡がある。片角遺跡（同図５）は、片角か
ら永野へ通じる寺坂峠からさらに上流へ上った畑地に存在し、縄文土器が見られる。満願寺遺跡
（同図６）は、真言宗出流山満願寺の奥の院の鍾乳洞の周辺に位置し、ここから黒浜式土器など
が表採されている。岡之内遺跡A地点の南、尻内町周辺の永野川の支流には、尻内１号遺跡（同
図14）、尻内２号遺跡（同図15）がある。周辺はゴルフ場の建設に伴い掘削されてしまっているが、
遺跡からは古墳時代の土師器などが表採されている。 （山﨑太郎）
４．調査の方法および調査経過
４－１　調査の方法
調査対象である岡之内遺跡A地点は、現在、一面が畑地として利用されている。この畑地の
周囲には幅約1.8m の私道が巡っており、特に畑地南・西方では、耕作面と道路面に１～2.5m の
比高差が認められた（図３）。また、私道のさらに南・西方では、永野川に向けた緩やかな斜面
地に小規模な水田が営まれていた。そこで今回の調査では、当遺跡の地形の成り立ちを調べるこ
とも見据え、畑地平坦面より南方向と西方向にそれぞれ１本、及び地形的に平坦面が続く北方向
に一本、計３本のトレンチを設定した。トレンチはいずれも長さ２m×幅10mとし、北方向を
Aトレンチ、西方向を Bトレンチ、南方向を Cトレンチとした。また、各トレンチに長さ２m
×幅２mの小グリッドを設定し、A及び Cトレンチでは北から順にA-１・A-２・A-３ ・A-４・
A-５、C-１・C-２・C-３・C-４・C-５グリッドとし、Bトレンチでは西から順にB-１・B-２・B-
３・B-４・B-５ グリッドと呼称した（図４）。
測量の方法としては、遺構・遺物ともトータルステーションを用いて位置情報を記録した。た
だし調査地周辺には国土座標を有する基準点が存在しないため、磁北によって定めた先のA～
Cトレンチを本調査区の東西南北軸とし、任意座標を用いたトラバース測量によって調査区内の
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図３　岡之内遺跡A地点周辺の地形（縮尺１/10000）
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測量杭を設定し、各々の測量点に座標を付した。また標高値については、国土地理院の使用許可
のもと（平成25年９月２日付国地関測第43号）、調査地より約２㎞西方の四等三角点「下山」（標
高104.49m）よりオートレベルを用いて水準点移動を行った。
図４　第１次調査平面図（s=１/150）
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掘削は表土から人力で行い、表土下に後述する遺物包含層が検出された場合は、これをすべて
５㎜メッシュの乾ふるいにかけた。埋め戻しに際しては、次年度の調査に備え、トレンチ際およ
びローム深掘り区内に土嚢を敷き、その上に掘削土を充填している。 （村上育士・大網信良）
４－２　調査の経過
本調査の経過は以下のとおりである。
８月31日　考古学研究室において器材の準備を行う。
９月１日　先発隊が現地に到着。トイレ・テントの設営。調査区内の除草を開始。
９月２日　前半組が現地に到着。除草が終了し、調査区内及び周辺の表採を開始。
９月３日　表採終了。Aトレンチ表土剥ぎ開始、同日終了。Cトレンチ表土剥ぎ開始。水準点
移動開始。
９月４日　Aトレンチ表土除去後写真撮影。午後、雨天のため室内にて遺物洗浄、及び栃木
県埋蔵文化財センターの見学。
９月５日　Cトレンチに層序確認のためのサブトレンチ掘削開始、及び表土除去後写真撮影。
Bトレンチ表土剥ぎ開始。水準点移動終了。
９月６日　A-１・A-３・A-５グリッドの深堀り開始。トラバース測量実施。
９月７日　前半組最終日。A-３グリッドの風倒木痕の精査・写真撮影。Bトレンチ表土除去後
写真撮影。
９月８日　後半組、現地到着。雨天のため星野遺跡地層たんけん館見学及び遺物洗浄を行う。
９月９日　Bトレンチ・Cトレンチの遺構確認・掘削開始。遺物包含層の乾ふるい開始。
９月10日　Bトレンチ遺構完掘状況写真撮影、平面図作成開始。
９月11日　Aトレンチ掘削終了写真撮影、セクション図作成開始。Bトレンチ層序確認のため
の深掘りをトレンチ西端で開始。Cトレンチ掘削終了写真撮影、平面図作成開始。
９月12日　調査最終日。各トレンチ図面作成終了。今回未調査の５号土坑及び、確認面を土嚢
で養生した後、埋め戻しを行う。 （村上育士）
５．基本層序
岡之内遺跡A地点の基本層序は図５に示した。なお細かな分層については、各トレンチの概
要に記載した。全ての地層を観察できる堆積の良好な断面がなかったため、A-１東壁、A-５東壁、
B-５西壁、C-３南壁、C-５南壁を図示した。本遺跡のある段丘面は、耕作により平坦に均されて
いるが、南に向けて緩やかに傾斜している。以下に基本層序の土層註記を示す。
１層：表土層
２層：遺物包含層　縄文時代～近世の遺物が包含される暗褐色土層。
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３層：暗褐色土層からローム層への漸移層
４層：暗褐色ローム層　ソフトロームが主体。
５層：明黄褐色ローム層　ハードロームが主体。細粒のローム、下部に硬いブロックを含む。
Ag-KP 由来と考えられる橙色、白色の軽石を含む。
６層：暗褐色ローム層　ハードロームが主体。
７層：橙色軽石層　約45000年前（芹澤2010）に降下したAg-KP の堆積層。
Aトレンチおよび Bトレンチでは、表土（１層）直下にローム面が観察され、表土（１層）
下の縄文時代以降の遺物包含層（２層）は Cトレンチ以外では確認されなかった。また、Cト
レンチの遺物包含層（２層）は南側でより厚く堆積していた。このことから、本遺跡のある段丘
面の旧地形（ローム層上面）は、現在の平坦な段丘状の地形とは異なり、南に向けてやや傾斜し
た地形であったと考えられる。遺物包含層からローム層への遷移層（３層）は Cトレンチで部
分的に確認されるのみで、Cトレンチでも面的な広がりは確認できていない。
ローム層の堆積は安定しておらず、ソフトローム（４層）はAトレンチで部分的に確認され
るのみであった。上部のハードロームである明黄褐色層（５層）は各トレンチで確認されたが、
いわゆる暗色帯（６層）は Bトレンチでのみ確認された。基本層序確認のため２m以上掘削し
たAトレンチでは明黄褐色層（５層）直下にKP層（７層）が確認された。KP層は、赤城山以
東の北関東で確認される鍵層である。Ag-KP は赤城山を給源とするテフラで、降下年代は約
45000年前（芹澤2011）とされている。
KP層上面はAトレンチ内で１m以上の高低差がみられ、KP層上面自体も乱高下しているこ
とから、Ag-KP堆積時の地形面を反映しているか、何らかの浸食作用を受けていると考えられる。
なお、姶良Tn火山灰（AT）は目視では確認されなかった。 （渡邊　玲）
図５　基本層序図
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６．検出された遺構と出土遺物
６－１　Aトレンチの概要（図６）
Aトレンチでは表土（１層）を20㎝掘削し、ローム層上面（４･５層）を確認面としたが、遺
構は確認出来なかった。その後、旧石器時代遺物の確認と遺跡の基本層序、KP（Ag-KP、鹿沼
軽石層）の堆積確認のため、A-１・A-３・A-５グリッドでローム掘削を行った。各グリッドの
地表面からの最大掘削深度はA-１グリッドが約215cm、A-３グリッドが約80cm、A-５グリッド
が約180cmである。以下、Aトレンチの土層注記を示す。
１層：黒褐色土（10YR２/３）　耕作土。
４a層：褐色土（10YR４/６）　暗褐色ローム層。直径１mm以下の白色パミスを多量に、直径
２mm前後の橙色スコリアを少量含む。１層が混ざるため色調が暗い。しまり強い。ぼそぼそと
した感触。
４b層：褐色土（10YR４/６）　暗褐色ローム層。ソフトローム主体で、黒色粒子（１層）が混
ざるため色調が暗く粒子が粗い。下部に直径１cm前後のロームブロックを少量含む。
４b’層：褐色土（10YR４/４）　暗褐色ローム層。やや硬質。細粒か。しまり強い。粘性普通。
５a層：褐色土（10YR４/６）　明黄褐色ローム層。細粒ローム。５-10 mmのボール状に崩れる
クラック帯。上部が堅く、下部が軟らかい。しまり強い。
５a’層：黄色スコリアを含む５a層。風化の進んだ直径３-10mmのスコリアを中量含む。KPと
思われるがやや白色。
５a’’層：橙色スコリアを多量に含む５a層。
５b層：褐色土（10YR４/６）　明黄褐色ローム層。やや軟質の細粒ローム。細粒のマンガン粒・
炭化物を少量含む。しまり弱い。サラサラとした感触。全体に均質。橙色スコリアを含まない。
５b’層：明黄褐色ローム層　やや粒子が粗く、周囲より色調が明るい。テフラの可能性あり。
５c層：褐色土（10YR４/６）　黄褐色ローム層。５a･５b層よりやや色調が暗い。直径１-２mm
の白色・青色スコリアを少量、直径５-10mmの橙色スコリアを極少量含む。しまり普通。
５d層：褐色土（10YR４/６）　黄褐色ローム層。５c層と色調が似る。橙色スコリアを中量含む。
しまり強い。
５e層：明褐色土（7.5YR５/６）　灰色ローム層。やや砂質。直径１cm前後の茶色スコリアを中
量含む。しまり普通。
７層：明褐色土（10YR４/６）　橙色軽石層。KP層。上面が激しく乱高下する。
A-１グリッドでは、ローム層が全体的に西側への傾斜することが確認された。表土（１層）
直下からKP層（７層）まで明褐色ローム層（５層）が続いており、下位に行くにつれKP由来
と思われる軽石の混入が増え、やや色調が暗くなるが、明確な暗色帯は確認されなかった。KP
44
の堆積は、地表下100～190cmで上下に浮き上がり乱高下し、地表下約160cmから面的な広がり
を見せ、これがKP層（７層）であると判断した。
A-３およびA-５グリッドでは、ソフトローム（４層）が部分的に確認された。A-１グリッド
同様、明確な暗色帯は確認されなかった。またA-３グリッドでは表土（１層）直下から部分的
にKPを確認し、同様にA-５グリッドでも地表下60cm付近でKP層が確認された。A-３グリッ
ドのKPは当初、吹き上がるがるような堆積状況から風倒木の存在を想定していたが、表土（１
層）の混入が見られなかったため、その可能性は低いものと考えられる。A-５グリッドのKP層
も、当初は浮き上がりを想定していたが、東側で面的な広がりをみせ、北東隅で深堀を行ったと
ころ約100cm以上の層厚が確認されたため、KP層（７層）であると判断した。
最終的に、AトレンチではA-１グリッドとA-５グリッドでKP上面が100cm以上の高低差を
もって堆積していることが確認された。発掘面積の関係からその原因は明確にはし得ないが、現
在の平坦な段丘面からは確認できない埋没谷の存在も想定される。
ローム層からは、狭義の石器や大形剥片が検出されなかったが、最大長５mm～15mm程度の
図６　Aトレンチの平面図とセクション図（縮尺１/80）
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人工物と判断できる剥片ないし砕片が計４点出土した。 （渡邊　玲）
６－２　Bトレンチの概要（図７）
B トレンチでは、表土（１層）を20㎝掘削したローム層上面（４･５層）を確認面とした。確
認面は現代の耕作痕と見られるかく乱が全面に認められたほか、ピット３本、溝２条が確認され
た。Bトレンチの土層注記は以下の通りである。
１層：黒褐色土（10YR２/３）　耕作土。
５a層：褐色土（10YR４/６）　明黄褐色ローム層。細粒ローム。５-10 mmのボール状に崩れる
クラック帯。上部が堅く、下部が軟らかい。しまり強い。
５b層：褐色土（10YR４/６）　明黄褐色ローム層。やや軟質の細粒ローム。細粒のマンガン粒・
炭化物を少量含む。しまり弱い。サラサラとした感触。全体に均質。橙色スコリアを含まない。
６層：褐色土（10YR４/６）　５層に似るが、色調が暗くしまりが強い。暗色帯か。赤色粒子を
少量含む。
次に、検出された遺構は以下の通りである。
P１は南北方向に長軸20㎝の楕円形を呈し、確認面からの深さは18㎝を測る。遺物包含層から
なる単層で遺物の出土はない。
P２は南西－北東方向に長軸34㎝×短軸24㎝の楕円形を呈し、一部耕作痕によるかく乱を受け
る。確認面からの深さは72㎝を測る。遺物包含層からなる単層で遺物の出土はない。
P３は南北方向に長軸30㎝の円形を呈し、一部耕作痕によるかく乱を受ける。確認面からの深
さは51㎝を測る。遺物包含層からなる単層で遺物の出土はない。
１号溝は幅50㎝で、Bトレンチに対し南北方向に直行している。確認面からの深さは最深で32
㎝を測る。遺物は十数点の縄文土器片の出土が見られるものの、黒色土からなる単層であり、後
述するCトレンチと同じくトレンチャー等による耕作痕だとみられる。
２号溝は幅24㎝で、Bトレンチ南壁から北へ伸びた後、北壁手前で西方向へ直に屈曲している。
確認面からの深さは最深で40㎝を測る。遺物の出土はなく、黒色土からなる単層であり現代の耕
作痕とみられる。
耕作痕を含めた遺構確認、および掘削・図面作成を終えたのち、B-１グリッドの西半分におい
て基本層序確認のための深掘りを行った。調査期間の都合上、掘削は褐色ローム（６層）途中、
地表下1.2m までの掘削にとどまっており、遺物の出土は見られなかった。なお、６層は上層よ
り色調が明確に暗かったため、暗色帯と判断した。 （村上育士）
46
６－３　Cトレンチの概要（図８）
Cトレンチでは、トレンチ北半において、他の二つのトレンチと同様に表土（１層）を15㎝掘
削しローム層上面（４･５層）を確認面とした。一方トレンチ南半では、地表下50㎝まで掘削を
行ったがローム層上面を確認するに至らなかった。ここでは、他のトレンチにおいて確認できな
かった表土より暗い色調の層を確認し、これを縄文時代以降の遺物包含層（２層）とした。
ローム層上面は北から南に傾斜するように検出され、C-３グリッドより南では包含層（２層）
が見られる。包含層（２層）はローム上面の下降に従い、南へ向かうにつれ厚く堆積しており、
それに伴い遺物の出土数量も増加している。C-１から C-４及び C-５グリッドの北側ではローム
層（４層）が検出されたためローム層上面において遺構確認を行った。C-５グリッド南側では調
査期間内の遺構検出が困難であったため、次年度へ持ち越すこととした。確認面においては土坑
を５基、溝を２本確認した。Cトレンチの土層注記は以下の通りである。
１層：暗褐色土（10YR３/３）　耕作土。ロームブロック小を５%含む。しまり普通。粘性弱い。
１’層：暗褐色土（10YR３/３）　耕作土とローム混じりの土で、耕作溝の埋土。ロームブロック
大を40%含む。しまり強い。粘性弱い。
１’’層：暗褐色土（10YR３/３）　縄文包含層に入り込む耕作痕の埋土。ロームブロック大を５%
含む。しまり普通。粘性弱い。
１’’’層：暗褐色土（10YR３/３）　縄文包含層に入り込む暗褐色土で、１層に近いがしまりが弱い。
図７　Bトレンチの平面図とセクション図（縮尺１/80）
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ローム極小を１%含む。しまり弱い。粘性弱い。
２a層：黒褐色土（10YR２/２）　縄文時代以降の遺物包含層。しまり強い。粘性弱い。
２b層：黒褐色土（10YR３/１）　縄文時代以降の遺物包含層で、２a層に比べ褐灰色に近くなる。
しまり強い。粘性弱い。
３層 : 明黄褐色土（10YR７/６）　ハードローム層の漸移層で、クラック状に２層が入り込む。
しまり普通。粘性弱い。
１号土坑１層：暗褐色土（10YR３/３）　ロームブック大を２%含む。しまり普通。粘性弱い。
２号土坑１層：２a層と同じ
４号土坑１層：暗褐色土（10YR３/３）　２層に近いがローム層が多い。ロームブロック大を７
%含む。しまり普通。粘性弱い。
次に、検出された遺構は以下の通りである。
１号土坑は、長軸130㎝のほぼ円形を呈し、確認面からの深さは10㎝である。覆土は表土と近
似したものであるが、ややロームブロックが混じる。土坑内から被熱した礫を多数検出したもの
の、時期決定を行うことのできる遺物の出土はない。
２号土坑は、長軸100㎝の楕円形を呈し、確認面からの深さは８㎝である。覆土は細かいロー
ム粒を含み、表土よりやや暗い包含層からなる単層である。遺構内には少量の礫や土器片が見ら
れたが、時期決定を行うことのできる遺物の出土はない。
３号土坑は、長軸80㎝、短軸65㎝のややいびつな円形を呈し、確認面からの深さは55㎝である。
覆土は包含層からなる単層で、遺物の出土はない。
図８　Cトレンチの平面図とセクション図（縮尺1/80）
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４号土坑は、長軸68㎝の楕円形を呈し、確認面からの深さは４㎝である。覆土はローム混じり
の黒色土からなる単層で、遺物の出土はない。
５号土坑は、長軸100㎝のほぼ円形のプランを確認した。プランの内側には包含層と思われる
黒褐色土が見られる。この土坑付近より南ではローム層の確認に至らなかったため、プランの確
認にとどめ、遺構の掘削は行っていない。
１号溝は、幅40～60㎝、確認面からの深さは最深で23㎝である。Cトレンチに対し東西方向に
直行している。覆土はロームブロックの混ざる表土である。耕作痕と考えられる。
２号溝は、幅30～40㎝、確認面からの深さは最深で29㎝である。Cトレンチに対し東西方向に
直交している。覆土はロームブロックが混ざった表土である。耕作痕と考えられる。  （山﨑太郎）
６－４　出土遺物の概要
①土器（図９）（表１）
本調査では、小破片ながら縄文時代早期から後期までの土器が出土した。特に、土器の胎土に
繊維の混入する早期末葉から前期中葉にかけての土器が多く見られた。以下、各調査区ごとに主
な出土土器について述べる。土器実測図は図９に、各土器の観察表は表１に掲載した。以下の資
料番号は図９および表１の番号と対応する。
１は、調査区の掘削に先立って行われた表採で得られた。深鉢の口縁部である。土器の口唇部
に貼り付けた粘土紐に横位方向へ縄文を施文し、その後胴部に縦位方向へ縄文を施文している。
裏面には丁寧なナデ調整がみられる。
２から８は、Bトレンチの掘削中に出土した土器である。２は、尖底の深鉢の底部である。表
面は横位に条痕が施されている。裏面には横方向のナデ調整がみられる。胎土には繊維の混入が
みられる。３は、深鉢の口縁部である。表面は櫛歯状工具により格子状に施文されている。裏面
は丁寧な横方向のナデ調整がみられる。胎土には繊維の混入がみられる。４から８は、Bトレン
チに見られた１号溝の覆土中から出土した。４は、表面には不定方向の条痕が施されている。裏
面には粗いナデ調整がみられる。胎土には繊維の混入がみられる。早期後葉の野島式と考えられ
る。５は、深鉢の胴部である。表面には単節縄文が施されている。裏面には丁寧なナデ調整がみ
られる。胎土には繊維の混入がみられる。前期中葉の黒浜式であると考えられる。６は、深鉢の
胴部である。表面には単節縄文が施されたのち、上半部を磨り消され、半裁竹管による押し引き
を施されている。裏面には丁寧なナデ調整がみられる。胎土には繊維の混入がみられる。前期中
葉の黒浜式と考えられる。７は、深鉢の胴部である。表面には無節の縄文が施されている。裏面
は丁寧なナデ調整がみられる。胎土には繊維の混入がみられる。縄文時代前期末から中期初頭の
ものと考えられる。８は、台付鉢の底部である。表面には無節縄文が粗く施されている。裏面は
上下共にナデ調整がみられる。前期中葉の黒浜式と考えられる。
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図９　第1次調査出土土器（縮尺1/2）
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表１　第1次調査出土土器観察表
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９から17は Cトレンチの掘削中に出土した土器である。９、10は、共に深鉢の胴部である。
表裏に貝殻による条痕が施されている。胎土には繊維の混入がみられる。11は、深鉢の底部付近
にあたる胴部である。表面には単節の押圧縄文が施されている。裏面はナデ調整がみられる。胎
土には繊維の混入がみられる。12は、深鉢の胴部である。表面には縦方向へ平行した沈線が施さ
れたのち、横方向へ直線状および鉤状の沈線が施され、幾何学的な文様となっている。裏面には
ナデ調整がみられる。13は、深鉢の胴部である。表面には羽状の押圧縄文を施している。裏面に
はナデ調整がみられる。前期前葉の花積下層式と考えられる。14は、深鉢の頸部に近い胴部であ
る。表面には単節縄文が施されたのち、横位方向へ深い沈線が引かれ、沈線の間が磨り消されて
いる。裏面にはナデ調整がみられる15は、深鉢の口縁部である。表面には単節縄文が施されたの
ち、口唇部近くに横位方向へ沈線が引かれている。中期後葉の加曽利E４式と考えられる。16は、
深鉢の胴部である。表面は羽状の単節縄文が施されている。裏面にはナデ調整がみられる。胎土
には繊維の混入がみられる。17は、深鉢の胴部である。表面には単節縄文が施されたのち、半裁
竹管で横位に沈線が引かれている。裏面にはナデ調整がみられる。胎土には繊維の混入がみられ
る。前期後葉の諸磯 a式と考えられる。 （山﨑太郎）
②石器（図10）（表２）
出土した石器の総数は310点で、表土層出土の石器は158点、包含層は148点、ローム層は４点
である。各層出土の石器組成および石材組成は表２の通りである。縄文時代の石鏃などが出土し
ているが、出土石器から明確な時期を決定するのは難しい。両極剥離の特徴を示す楔形石器（ピ
エスエスキーユ）の出土が目立つ点が特徴としてあげられる。なおローム層出土の４点の石器は、
いずれも砕片ないし長さ２cm以下の小剥片で、本来上層に帰属する石器が、堆積の過程でロー
ム層に落ち込んだ可能性もある。石器実測図は図10に、第１次調査出土石器組成は表２に掲載し
た。
図10・１～４は、灰色チャート製の石鏃である。１と３はやや青く、２と４は良質で黄色味が
かる。いずれも、両面が剥離面で覆われ、元の素材形状が判別できない。より平坦な面を腹面と
した。基部の抉りと脚部の形状がそれぞれ異なる。
１は、基部が深く抉れる。両面の調整は方向が揃い、右側縁は腹面から背面への剥離が、左側
縁は背面から腹面への剥離が新しい。基部および先端部欠損。
２は、基部が深く抉れる。両面の調整は方向が揃っておらず側縁は左右ともに鋸歯縁状を呈す
る。基部左および先端部欠損。
３は、基部が浅く抉れる。両面の調整は、右側縁は腹面から背面への剥離が新しく、左側縁も
腹面から背面への剥離が概ね新しい。先端部欠損。
４は、基部が浅く抉れる。両面の調整は、両側縁ともに腹面から背面への剥離が概ね新しい。
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基部左および先端部欠損。
５は中央に節理の入るチャート製の楔形石器である。礫面が残る面を背面とした。
６は扁平な小円礫を素材とし、中央に穿孔を施した石製装飾品である。両面に研磨痕が観察さ
れる。穿孔は両面から施されている。
７は砂岩の剥片である。ローム層出土。
８は頁岩の砕片である。ローム層出土。 （渡邊玲）
７．調査の成果と課題
本調査は、第１次調査ということもあり、まずは調査区内の地形特徴や遺構・遺物の遺存状況
を確認することに主眼を置いた調査となった。その結果、ローム層上面では、A・Bトレンチお
よび Cトレンチの北半においては縄文時代以降の遺物包含層が削平されていることが明らかと
なり、明確な遺構も現代の耕作痕を確認するにとどまった。一方、Cトレンチ南方では表土下に
黒褐色土の堆積を認め、それが南方に行くにつれ厚く堆積している状況が確認された。ここから
今回の調査区では、Cトレンチ南方の周囲に良好な遺物包含層が形成されていることが想定され、
1 3
6
4
5
2
8
7
図10　第1次調査出土石器（縮尺1/1）
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次年度以後の調査区設定に際し有益
な成果を得ることができた。出土遺
物については、いずれも小破片なが
ら縄文早期末葉から前期中葉にかけ
ての土器片が多くみられた。近接す
る星野遺跡では第１次調査において
黒浜式期の竪穴住居が調査されてお
り、永野川流域における当該期の活
動痕跡を考える上で今後注視する必
要がある。表面採集においても、A・
Bトレンチ側に比べ、やや地形的に
下る Cトレンチ側に比較的多くの
遺物が散布している。よって縄文時
代以降の遺構や遺物に関しては、C
トレンチの南方・東方に良好に遺存
しているものと期待される。
一方ローム層下では、現地形とは
大幅に異なる堆積状況が確認された。
KP層を鍵層として深掘りを行った
ものの、星野遺跡 Eトレンチのよ
うな水平堆積をみることはなく、A-
１グリッドでは地表下２mに至っても上方の層にKPが散布する程度、A-５グリッドでは地表
下１m程度でKPが層をなして堆積するなど、狭い範囲で非常にダイナミックな地形を呈してい
たことが確認された。遺物は、Aトレンチにおいてローム層中からわずかに剥片の散布が認め
られたのみで、明確な文化層を特定するには至らなかった。調査期間の都合上、Cトレンチには
深掘りを実施することができなかったため、ローム層下においても Cトレンチ南方・東方を主
とした掘削を継続する必要があろう。 （大網信良）
おわりに
栃木市岡之内遺跡A地点の第一次調査では現地形から判断し平坦な場所を選んで調査地を決
定したが、実際に調査をしてみると遺物包含層やローム層等の残存状況・堆積状況に想定外な点
が多く戸惑ったのも事実である。本稿では整理作業の途中経過として2014年７月末までに判明し
た点を中心に記載した。堆積状況や遺物の包含状況を追及するため、2014年９月２日から20日ま
表２　第1次調査出土石器組成表
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で第２次調査を実施したが、この成果については別稿で報告したい。
今回の調査は考古学コース２年生の実習生をはじめ、上級生、院生の多大なる努力の上に成さ
れたものであることを記さねばなるまい。また調査にあたって発掘調査地点地権者の島田明雄氏、
また同耕作者である島田幸一郎氏には快く発掘を承諾いただいた。また自宅敷地を駐車場として
使用することも認めていただく等特段のご配慮も頂戴した。記して感謝申し上げたい。調査地の
選定にあたっては栃木県在住の研究者である酒巻孝光氏に各地をご案内いただき種々のご教示を
受けた。栃木県立博物館の上野修一氏、森嶋秀一氏には県内の旧石器遺跡の現況などについてご
指導を賜った。また栃木県埋蔵文化財センターの芹澤清八氏、栃木県教育委員会の武川夏樹氏に
は調査中の発掘現場に来跡していただきご指導いただいた。出土した縄文土器の時期比定につい
ては、中央大学の小林謙一氏よりご教示を受けた。栃木市教育委員会の木村等氏、尾島忠信氏に
は調査にあたってご配慮をいただき、ご指導を受けた。各位に感謝申し上げたい。　　（長﨑潤一）
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